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当時、名古屋大学にお勤めだ、った、ホヤ類の分類
の大家である西川輝昭博士から隠岐諸島産のシロボ
ヤモドキに共生する珍しいヒドロポリプを提供して
頂きました。山田先生とご一緒にホヤノヤドリヒド
ラという和名をつけて記載でき、この類の西太平洋
での初記録となりました。未だにこの記録のみです。
時は流れ2016年10月、久々に札幌を訪れまし
た。もう積雪がありましたが、博物館に様変わりし
た旧理学部校舎内で、青春の汗水を流した研究室を
訪ねてみましたら、私の研究室だったところは倉庫
になっておりました。新しい建物へと移転した旧動
物系統分類学講座もお訪ねしました。その講座の後
継者としてご活躍されている柁原宏さん達がおられ
ました。また、小生が助手の時に学生だった青沼仁
志さんが北大の教員となり別の建物にいらしたので
お訪ねしました。とても有意義なひと時でした。ポ
プラ並木や黄色く色づいたイチョウ並木もたいへん
懐かしかったです。数々の思い出が走馬灯の様によ
ぎりました。
北大を後にして、札幌市内の病院に入院中の山田
追悼記一一一
先生を、お見舞いに伺い研究討議をする機会がもて
ましたのが何よりでした。日本付着生物学会編で刊
行予定だ、った「新 ・付着生物研究法」 （2017年発行
済）の共著原稿等について、詰めの相談もできまし
た。先生の原案を基に、さらに読みやすく見やすく
する方向での改訂でした。再会を約して病院を後に
しましたが、残念なことに、先生は2018年、 95歳
のお誕生日を迎えられた直後の 1月13日に他界さ
れました。
小生、 2018年3月末で退職を迎えます。これま
での教員生活35年間をどうにかこうにかやってこ
られましたのも、とりわけ大好きな動物学の研究教
育に打ち込むことができておりますのも、山田先生
のご薫陶の賜物であることを、今一度かみしめてお
ります。最後になりますが、山田先生との思い出の
中で特に強く印象に残っているのは、ナポリ沖に浮
かぶイスキア島に所在する臨海実験所で、 1985年
10月、国際ヒドロ虫学会の第I回ワークショ ップ
が開催された時に、ご一緒できたことです。図2は
その会場で撮影された一枚です。大会中、ある外国
研究者に、“山田先生の息子さんですか”との声も
かけられました。先生は、かつてナポリの実験所で
の長期滞在研究時に、住まわれていたアパートやナ
ポリ名物のモッツアレラチーズ等を次々と嬉しそう
に紹介して下さいました。先生はナポリに数々のか
けがえのない恩い出がおありだと感じました。これ
以外にも、先生との様々な思い出が脳裏を次々とよ
ぎります・・ ・内田亨先生が愛用しておられた黒サ
ンゴ製の指棒をはじめ、昭和天皇へのご進講 （ヒド
ロ虫類の系統分類学について）の後に賜った銀製
ペーパーナイフ等を小生に下さったことなど ・
山田真弓先生の御冥福を心からお祈り致します。
ヒドロ虫学会（Hydrozoan Society）の会場（イタJア・イスキア島に所在するナ
ポリ臨海実験所支所）で山田真弓先生とご一緒に1985年10月撮影（L配 ce
U円川町sityのStffa叩 Piraino！哩士提供）
(2018年1月20日記す）
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